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１．指定概要

建設年

利用対象

応募者数採用していない 選定方式 公募 2

(1)　ガイダンス施設の使用手続に関する業務
(2)　ガイダンス施設の維持管理に関する業務
(3)　ガイダンス施設の使用料の徴収等に関する業務
(4)　ガイダンス施設の利用者の利便性を向上させるために必要な業務
(5)　その他ガイダンス施設の運営に関し市長が必要と認める業務

令和３年度５，７９７千円 令和４年度５，７９７千円 令和５年度５，７９７千円 令和６年度：休止中（市直営）

令和３年　４月　１日　～　令和６年　３月３１日　（３年間）　

安土町商工会

近江八幡市安土町小中１－８  

文化の向上及び特別史跡安土城跡を訪れる観光客等の利便性を確保するため

平成２９年度

近江八幡市特別史跡安土城跡ガイダンス施設

近江八幡市安土町下豊浦６３８１番地１

平成２２年（大規模修繕　　　　年）

指定期間

指定管理料

所在地

利用料金制

指定管理業務の内容

指定管理者
名称

令和５年度　指定管理者の管理運営に対する評価シート

施設番号

部 総合政策部 課 文化振興課

施設概要

指定管理
開始年度

規模 敷地面積１９５．００㎡、延べ床面積１２０．９０㎡、階数　地上１階

名称

所在地

設置目的

　　　　　　全市　　　　　　　　　　　地域　　　　



２．施設の設置目的の達成に関する取り組み【有効性】

(改善を要した事項と対応）
　維持管理事業は良くできており、特に指摘事
項は無い。

(改善を要した事項と対応)
　安全重視ではあるが、危機管理マニュアルが
無いなど改善が必要。土産物も地域の特産品を
売るのでなく関連品に特化してほしい。

　施設の環境を「安全性」「機能性」を重点に整理、整頓し、利用者
が快適に利用できる環境維持に心がける。
　また、利用者並びに地域住民のニーズに沿ったサービスを具現化す
るよう努力する。

(よかったと評価できる事項)
　顧客サービスの自販機を設置したこと、また
関連品の販売は良い。

（課題）
　経年により施設修繕が必要な個所が毎年増え
てきている。引き続き日常の注意が必要。

　休憩所としての機能充実のために、セルフ式コーヒー販売を継続し
て行った。
　自主事業で地場特産品、土産物等の物品販売の実施、年間を通して
地域色を活かした新商品などの取扱品目数の増加を図り、観光客の買
い物需要への対応を行った。

　年末より休館日のトイレ利用の促進のためトイレのみ開館した。ま
た年明け後も休館日のトイレ利用を行っている。

そ
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）

自
主
事
業

令和５年度実績

　指定管理者業務仕様書の「自主事業に関すること」を基本指針とし
て、市民および施設利用者のニーズを反映し魅力的な事業を実施する
ことにより、効果的なＰＲをおこない、施設の利用促進につなげる。
また、土産物などの物品販売の一環として、商工会員等を中心とした
品揃えのほかに、ガイダンス施設の一部をチャレンジショップの場と
して創業希望者に活用いただく等、地域の活性化に結びつけるよう事
業を企画運営する。

　施設内に物品販売スペースを設け、土産物・特産品を販売した。ガ
イダンス施設でのみ販売している商品も多く、令和４年度と比べ１．
７倍の売り上げがあった。
　また、３月より一部自主パネル展示を行った。

［目標］
　安全で安心して利用できる施設管理を行う。

［具体的な取り組み］
①施設の維持管理業務
　・施設の日常点検と保守管理
　・毎日の清掃作業
　・定期的な施設の清掃、除草等

②備品の管理業務
　・施設の備品の日常管理

　現場管理者の監督の下、学習室及びトイレについて日常的に清掃業
務を行っている。
また、使用料徴取員の判断により、必要な場合は追加でトイレ清掃を
行っている。

　館内音響設備、館外駐輪場の修理を行っている。

所管課による検証

施
設
設
置
の
目
的
達
成
状
況

施
設
の
維
持
管
理
業
務

（課題）
　危機管理マニュアル等の打ち合わせができて
いない。

目標と具体的な取り組み（計画）
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(よかったと評価できる事項)
　スペースの変更など展示に工夫が見られる点
は評価できる。

(改善を要した事項と対応)
　自販関係は進展しているが、ソフト事業があ
いかわらず少ない。

（課題）
　昨年は変更計画が提出されなかったが、今年
は提出されるようになった。

(よかったと評価できる事項)
　１年を通して実施した清掃については良くで
きている。また、ガイダンス施設の周囲での清
掃も良い。多目的広場でのごみ拾いや市への通
報などもまめに行われている。



３．効率性の向上に関する取り組み【効率性】

４．利用者の満足度調査等【有効性】 ５．指定管理業務に関して、指定管理者から市への要望

６．指定管理者の自己評価コメント ７．所属の総括コメント

　自主事業や職員研修を確実に行ってほしい。
　研修した成果が接客につながっていないケースが多いいように見える。展示で集客するのでなく、細やかな対応で集
客してほしいと考えている。トイレの利用時間の延長も、お客様に対する利便性の向上のためであり、その結果入館者
が増えればよいと考えている。土産物も地域の特産品を売るのでなく、地域の名前を知ってもらうという考えで行って
ほしいと考えている。

(よかったと評価できる事項)
　お客様への対応として、VRでの説明が好評を
得ている。引き続きお願いしたい。

(改善を要した事項と対応)
　接遇でのトラブルがあったことについて、研
修を行ってほしい

（課題）
　引き続き職員研修を実施してほしい。
　研修が研修で終わっている。実務に伴ってい
ない。

前年度実績

■収入（13,803,667円）
　　指定管理料：5,797,000円
　　自主事業：5,704,846円
　　雑入　その他：2,301,821円
　
■支出（12,560,709円）
　　人件費：3,807,140円
　　事務費：1,277,486円
　　管理費：317,610円
　　自主事業費：4,958,393円
　　地域振興特別会計へ繰り出：2,200,000円

■収入（14,526,173円）
　　指定管理料：5,797,000円
　　自主事業：8,016,500円
　　雑入　その他：712,673円
　
■支出（13,199,719円）
　　人件費：4,049,313円
　　事務費：1,280,518円
　　管理費：277,272円
　　自主事業費：6,392,616円
　　地域振興特別会計へ繰り出：1,200,000円

　VRについては好評で、さらにわかりやすいバージョンがあると良いのではと思っ
ている。また、地域の観光にも力を注ぐために、口頭での案内を積極的に行ってい
る。業務の習熟と効率化に努め、繁忙期も通常通りの交代勤務制を採用したい。
集客のため展示替えを行ったが年度末となり次年度に集客増加に期待したい。

評価頂いている内容

苦情・意見等

○展示物の充実
○開館時間対応のための賃金増通年（お客様からの声として報告されている）

安土城跡ガイダンス内の安土城跡のVRの説明はお客様から好評を頂いている。

トイレの利用時間をもっと長く（８時から６時ごろまで）

収支状況

実施内容・時期

　現場における告知、配布等を行うほか、持ちうる限りの広報媒体に
より告知、広報を行う。
　また、関連事業等についても逐次開催告知等を行い施設利用等との
相乗効果を狙う。

　施設のサービス内容案内のため、各主看板の制作と設置を行った。
　ＶＲ安土城の常時上映や７分の１安土城天主模型を中心とする施設
のＰＲチラシを製作し集客を図った。また、旅行会社などの事業者向
けに施設について情報提供を行い団体客の集客を図った。
　ＧＷ中には特に環境客の呼び込みを行った。
　全国の城ファンを対象に１００名城スタンプの設置を行い、施設の
利用促進を図った。

　年間入館者数：一般5,691人、小中学生604人　合計6,295人

施
設
設
置
の
目
的
達
成
状
況

施
設
利
用
状
況

（

利
用
促
進
策
）

(よかったと評価できる事項)
　電子媒体の利用が一部でできており、今後に
期待したい。

(改善を要した事項と対応)
　令和2年度から新型ウィルスの関係で客数が
大きく減じた。その影響は継続していないが客
数の完全回復はできていない。、

（課題）
　安土城跡調査整備が開始されそれの影響をを
受けた部分が多い。


